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訓練を繰り返し実施しています
発電所ニュース

サービスホールからのお知らせ

◆防潮堤設置などハード面の対策とともに、ソフト面の対策として、社員直営での緊急時
対応訓練を実施しています。

◆福島第一原子力発電所の事故を踏まえた柏崎刈羽原子力発電所の安全対策実施状況を、より
多くの皆さまにご覧いただけるよう、「安全対策見学会」ならびに「サービスホール説明
会」を開催します。ぜひご来館ください。

（ き り と り 線 ）

み
な
さ
ま
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

１
．
「
放
射
線
」
に
つ
い
て
、
ご
質
問
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

　
  お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

２
．
発
電
所
に
対
し
て
、
そ
の
他
ご
意
見
・
ご
質
問
が

　
   
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【お問い合わせ】サービスホール　　0120-34-4053（９:00～17:00）

※５月19日（日）は作業停電のため、展示館はご見学いただけません。
　誠に申し訳ございませんが、見学会のみの実施となります。

2013年５月19日発行（H25－R－２）
編集発行責任者
　柏崎刈羽原子力発電所広報部
　企画広報グループマネージャー
〒945-8601 柏崎市青山町16番地46
　 0120－120－448（平日 9～17時）

みなさまからの
様々なご疑問に
本紙でお答えさ
せていただきます。
日頃から疑問に
思っていらっしゃ
ることやご意見を
お寄せください。

安全対策見学会

サービスホール説明会

［所要時間］約８０分
［内　　容］発電所概要説明と映像視聴後、バスにて発電所構内を
　　　　　　ご案内します。
［申込方法］事前にサービスホールへお電話にてご予約ください。
　　　　　　（ただし席に余裕がある場合は、当日受付もしております）
［お願い事項］発電所構内のご案内に伴い、ご本人確認を行いますので、
　　　　　　　運転免許証もしくは住民基本台帳カード（顔写真付）をお持ちください。

［開催場所］サービスホールシアタールーム

※事前予約なしでご参加いただけます。
※安全対策見学会のバスにも乗車可能です。

撮影日：４月２３日撮影日：４月２３日

▲地震や津波により散乱したがれきや積雪で
復旧活動ができなくなることを想定した、
重機によるがれき撤去訓練の様子。
約70名の社員が、がれき撤去車の免許を取得
し必要な技能講習も受講しています。

▲消防車による原子炉への海水注入訓練の様子。

消防車、がれき撤去車などは、海抜約35ｍの
高台に配備しています。

１便：11:00～/２便：13:00～/３便15:00～

6月30日(日)までの毎週土曜日と日曜日
開催日時

開催日時：５月26日（日）12:20～（約60分）

撮影日：３月２３日撮影日：３月２３日



～日本の自然放射線量が見直されました～

【シリーズ】放射線のはなし⑯
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●柏崎刈羽原子力発電所
　で現在働く人は5,057人
　です。（5／1現在）
●内訳は以下のとおりです。

【発電所ミニデータ】

＜東京電力＞ （人）
柏崎市 875

県内 刈羽村 86
その他 118

101

＜協力企業＞ （人）
柏崎市 2,016

県内 刈羽村 180
その他 917

764

5,057

県外

県外

＜合　計＞
※協力企業については登録人数を
　計上。

◆私たちの回りには、自然界の放射線が存在します。

◆日本での自然界から受ける年間放射線量は、これまで約1.5ミリシーベルトとされてきましたが、
2011年に公表された新しいデータによると、食物からの内部被ばくが増え、約2.1ミリシーベル
トに見直されました。（福島原子力事故の影響を含まない値です）

◆なお、世界平均は約2.4ミリシーベルトです。国別はもちろん、同じ国内でも地域によって違いが
あり、ブラジルのガラパリでは、大地などから年間約10ミリシーベルトの放射線を受けるそう
です。

地域のみなさまへの説明会を開催します

みなさまの声にお答えします

産業文化会館産業文化会館
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●日時：６月４日（火）
　　　　18時～20時50分（17時30分開場）
●会場：刈羽村高町地区集会場

●日時：６月６日（木）
　　　　18時～20時50分（17時30分開場）
●会場：柏崎市産業文化会館

刈羽会場 柏崎会場

【第一部】発電所から皆さまへのご説明
　　●福島原子力事故を踏まえた原子力安全改革プラン
　　●柏崎刈羽原子力発電所の安全対策の実施状況
　　●柏崎刈羽原子力発電所の敷地内断層調査結果

【第二部】質疑応答
　　●皆さまからのご質問に回答させていただきます

説明会の内容（予定）

前回説明会の様子（平成24年９月）

会場駐車場に限りがありますので「きなせ」
駐車場もご利用ください。（バスにて送迎させ
ていただきます）

会場駐車場に限りがありますので公営の駐車場
等をご利用ください。
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0.99（0.41）
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（主にラドン）
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単位：ミリシーベルト

自然界からの
放射線による
年間線量
（日本平均）

2.1（1.5）

（　）内は見直し前の値

＜見直された主な理由＞

食物、特に魚介類に多く含まれ
るポロニウム210という自然の
放射性物質についての最新情報
に基づき、食物からの内部被ば
くが約0.6ミリシーベルト増えま
した。

日本人は、魚介類を好むことか
ら、ポロニウムによる被ばく量
も多いそうです。

下高町

Ｑ．福島第一原子力発電所１～３号機からの放射性物質の放出は続いているのですか？

福島第一原子力発電所では、プラントの安定状態の維持に取り組むとともに、１～４号機の廃
止措置に向けた作業に取り組んでいます。
現在新たに大気中へ放出されている放射性物質の量は大幅に減少しており、１～３号機の原子
炉建屋からの現時点（2013年4月26日公表時点）での放出量の最大値は、１時間あたり約0.1
億ベクレルと推定しています。これは、事故時に比べて約8,000万分の1の値です。
この放出量が１年間続くと仮定した場合、敷地境界で１年間に受ける放射線量は、最大で約
0.03ミリシーベルトと評価しました。（これまでに既に放出された放射性物質の影響は除き
ます）

Ａ．放出は続いていますが、事故時に比べて減少しています。
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